
2026年度 東京都アレルギー疾患医療拠点病院事業

アレルギー疾患医療連携研修
併催：第81回国連総会併催科学サミット

（兼：第32回KACカンファレンス）

2026年9月12日(土) 15:00-17:30日時

15:00 開会 鳴海 覚志 慶應アレルギーセンター (KAC) センター長 ／ 小児科 教授
挨拶 遠藤 直幸 東京都保健医療局健康安全部環境保健衛生課
司会 冠城 祥子 小児科 助教 ／ KAC事務局長

15:05-16:40 成人アレルギー外来の取り組み
冠城 祥子 小児科 助教 ／ KAC事務局長

症例報告1 キク科植物による光アレルギー性皮膚炎
髙宮城冴子 皮膚科 特任助教

症例報告2 花粉感作の先行のない幼児期リンゴアレルギーの1例
矢野万紀子 小児科 助教

症例報告3 Baker’s asthmaと経口小麦アレルギーを合併した製パン作業者の１例
入江 美聡 呼吸器内科 助教

KACが取り組む患者・市民参画の効果的な情報共有の推進に向けて
足立 剛也 埼玉医科大学総合医療センター皮膚科 准教授 ／ KACアドバイザー

パネルディスカッション・Q&A (前半 成人アレルギー, 後半 患者・市民参画)
(休憩10分)

16:50-17:30 患者・市民参画（PPIE）の国内外の現状
渡部 沙織 東京大学医科学研究所 特任助教

患者・市民参画とアレルギー研究 ― 日本の現在地は？
小川 靖 大阪大学経営企画オフィス リサーチ・マネージャー／准教授

アレルギー研究・医療における患者・市民参画（PPIE）の期待と課題
武川篤之 認定NPO法人日本アレルギー友の会 理事長

研究開発への患者・市民参画の取り組み
落合利隠 サノフィ株式会社 渉外部 部長

17:30

17:30-18:00

閉会 福永 興壱 病院長 ／ 呼吸器内科 教授

意見交換会

対面・オンラインのハイブリッド開催
（対面は先着順30名まで。参加費無料）

開催形式

慶應義塾大学信濃町キャンパス
北里記念医学図書館 2階 講堂

開催場所

日本医師会 生涯学習講座単位取得可能
日本アレルギー学会 専門医制度 2単位

取得単位

アレルギー領域に係る医療従事者・患者・家族、
および、患者参画にご興味のある一般の方

対 象

https://forms.gle/F9MF5bVLnSYATbWp7
2026年9月11日(金)までにこちらの申し込みフォームよりご登録ください。

参加登録

主催：慶應義塾大学病院アレルギーセンター
国連総会科学サミット共催：NPOケイロン・イニシアチブ

JR・信濃町駅より徒歩約5分
都営大江戸線・国立競技場駅より徒歩約5分

至 国立競技場駅
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